
ギャンブル等依存症支援拠点機関
看護師（外来・病棟）・精神保健福祉士等の専門職による
相談支援コーディネーターを配置し、関係機関との連携を
含めた各種相談に応じるようにしています。

鳥取県ギャンブル等依存症支援拠点機関 

渡辺病院

平日の 9：00～ 17：00 に相談支援コーディネーター
が電話または面接により、本人・ご家族、かかりつけ
医等からの相談を受け支援を行います。夜間当直帯に
電話をいただいた場合は、申し送りの上、後日、相談
支援コーディネーターが直接電話や面接で相談支援を
行います。出前講座や出前相談、関係機関との連携業
務についても、同様に日程調整等を行います。

※相談は無料です。

「アルコール健康障害対策基本法」が2014年 6月に施行
されました。鳥取県では全国に先駆けて予算化し、鳥取
県アルコール健康障害対策推進計画を策定しました。
2016年 5 月にはアルコール健康障害支援拠点機関を
指定し、2018年 4 月に薬物依存症支援拠点機関、そ
して2020年 7 月にギャンブル等依存症支援拠点機関
を設置しています。
　※法律の上でパチンコ、競馬、競艇などの遊戯その他の射
幸行為を「ギャンブル等」と規定しています。
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TEL．0857－24－1151/FAX．0857-24-1024
鳥取県ギャンブル等依存症支援拠点機関
社会医療法人　明和会医療福祉センター渡辺病院
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鳥取駅

◆アルコール健康障害・薬物依存症・ギャンブル等依存
症支援拠点機関の設置
〇相談支援コーディネーターを配置して予防啓発から
相談対応、関係機関との連絡調整をします。

◆発生予防　◆進行予防　◆再発予防
〇県民向けのアルコール・薬物・ギャンブル等による
健康障害の普及啓発、依存症に対する偏見解消
〇アルコール医療及び各種依存症治療の推進と連携
強化
精神科医とかかりつけ医及びかかりつけ薬局の連
携強化：「支援拠点」機関の助言・介入・医療提供、
県の東部・中部・西部医師会による依存症対応力
向上研修事業等

　〇学校教育、健康診断及び保健指導の活用
　〇相談支援の充実

既存の相談窓口の周知と広報、「支援拠点」機関によ
る連携と支援強化

　〇人材の確保等
「アルコール健康障害普及啓発相談員」等の育成：
依存症から回復した当事者や民生委員・保護司等
より育成・任命し、相談体制を充実

ギャンブル等で悩んでいる方及びご家族。
医療・保健・福祉担当者。

自助グループで回復に取り組んでいる方。
民生委員、保護司など関係者・関係機関担当者など。

お困りのことがあれば
一人で抱え込まずこちらにご相談ください。

ギャンブル等で悩んでいる方及びご家族。
医療・保健・福祉担当者。

自助グループで回復に取り組んでいる方。
民生委員、保護司など関係者・関係機関担当者など。

お困りのことがあれば
一人で抱え込まずこちらにご相談ください。

脳の病気 脳の回路が変化し、エスカレートする

誰でもなる 物質摂取や依存行為が習慣化すると年齢
や性別、社会的立場に関わらず、なりうる

認めることが難しい 「いつでもやめられる」と思う

周囲を巻き込む 人間関係が悪化し、周りの人を巻き
込んでいく

孤独になる 周囲から孤立し、疎外感がつのる



プロセス依存
（行為への依存）

ギャンブル（パチンコ　競馬
賭けマージャン　競艇など）
買い物　浪費　スマホ
ゲーム　自傷行為
万引き　過食 など

関係依存
（人間関係の依存）
親密な人との破壊的関係

共依存
AC（アダルトチルドレン）

児童虐待 など

物質依存
（精神作用物質）
アルコール　睡眠薬
精神安定剤　ニコチン
鎮痛剤　覚せい剤
大麻　危険ドラッグ
シンナー　ブタンガス

など　　　

スリルや興奮が
次第に脳内の報酬
系を変えていく

やり続けた結果、やめられなくなった状態が
依存症です。良い気分になるために使うか、
使わないと体やこころが不快になるので使う
―――この繰り返しです。

依存症すごろく 回復すごろく
・借金に行き詰まる

・家族に泣きつく

・家族が借金を肩代わ
りする、説教する

・「もうやらない」と誓う

・振出しに戻る

・借金に行き詰まる

・家族に泣きつく

・家族が支援先をアド
バイス

・治療・支援につながる

・やめ続ける

甘えるな！
意志を強く持て！

　物質依存（物質使用障害）は、脳に作用し気持ちを良
くさせる物質（アルコール・麻薬・覚せい剤など）を使
うために、自分の意志で制御できなくなります。
　そして、行為への依存は、ギャンブルや買い物などを
することで気分が変わるため、やり続けるうちに自分の
意志では制御できなくなる病気です。

県内の主な相談機関と窓口

お一人で悩むことなく、相談をすると気持
ちが楽になります。適切な相談機関を知り、
ご家族が安心して話ができる場をもちま
しょう

本人が自分の依存症問題に気づいていける
ような対応にはどのようなことがあるで
しょう？ひたすら借金返済などの世話を焼
きつづけるのは逆効果です

まず、家族が不適切な行為への依存の危険
性を知り、依存症について正確な情報と知
識をもちましょう

相　談

知　識

対　応

以下の 4つの項目のうち、過去 1年間のギャンブル
経験で 2つ以上当てはまればギャンブル依存症の危
険性が高いといえます。

もう二度と
やらないよ！

心を入れ替え
仕事に専念する！
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㈳ギャンブル依存症問題を考える会

□  Limitless
ギャンブルをするときには予算や時間の制限を決めな
い、決めても守れない

□  Once Again
ギャンブルに勝ったときに、『次のギャンブルに使おう』
と考える

□  Secret
ギャンブルをしたことを誰かに隠す

□  Take Money Back
ギャンブルに負けたときに、すぐに取り返したいと思う

依存症の誤解 ケース １

依存症の誤解 ケース 2

　問題を抱えている人との間に適切な距離を取り、自身の安
全とこころの居場所を確保しましょう。
　先を歩む家族の仲間たちと出会い、自分のモデル（目標）を
見つけてください。

解決に向けた
一歩を！

※田中紀子、松本俊彦、森田展彰ら「病的ギャンブラーとギャンブル愛好家とを峻別するも
のは何か」　2018.12より引用 鳥取県立精神保健福祉センター Tel（0857）21-3031

鳥取市保健所 Tel（0857）22-5616
　※毎月第 2金曜日午後に家族教室および専門相談を実施
倉吉保健所（中部総合事務所福祉保健局） Tel（0858）23-3147
　※奇数月第 2木曜日午後に家族教室を実施
米子保健所（西部総合事務所福祉保健局） Tel（0859）31-9310
　※年 5回、金曜日午後に家族教室および専門相談を実施
●最寄りの各市町村にも担当する課があります

≪県内のギャンブル等依存症者自助グループ及びリハビリ施設≫
GA鳥取グループ 　鳥取ダルク内GAサービスコミティー
（11：30～ 16：30ロック宛） Tel（0857）72-1151
GA米子グループ  （メール）gayonago-01@yahoo.co.jp
全国ギャンブル依存症家族の会 鳥取（うえの） Tel(090)2014-3897
NPO法人民間依存症リハビリ施設　鳥取ダルク
　http://tottoridarc.com/ Tel（0857）72-1151

≪借金問題に関する相談窓口≫
法テラス  鳥取（日本司法支援センター） Tel（0570）078357

※IP 電話をご利用されている場合は、Tel（050）3383-5495
鳥取県消費生活センター 東部相談室 Tel（0857）26-7605
中部相談室 Tel（0858）22-3000
西部相談室 Tel（0859）34-2648
　 　 　 　


